
　

国
は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
意
義
を
強
調

す
る
も
、
交
付
率
は
全
国
で
10
．２
％
に
止

ま
っ
て
お
り
普
及
が
進
ん
で
い
な
い
。

問  

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
て
、

住
民
票
等
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
を
行
う
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
導
入
を
国
は
全
国
の
自
治
体
に

求
め
て
い
る
が
、
我
が
町
の
検
討
状
況
は
。

答  

県
内
14
町
村
（
開
成
町
含
む
）
で
構
成

し
て
い
る
県
町
村
情
報
共
同
シ
ス
テ
ム
事
業

組
合
の
枠
組
み
に
お
い
て
、
カ
ー
ド
の
利
活

用
の
一
つ
と
し
て
住
民
票
や
各
種
税
証
明
書

が
取
得
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
に
つ

い
て
、
検
討
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
て
い

る
。
開
成
町
の
コ
ン
ビ
ニ
交
付
の
導
入
時
期

に
つ
い
て
は
、
平
成
31
年
度
の
な
る
べ
く
早

い
時
期
に
導
入
を
完
了
す
る
方
向
で
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

問  

保
育
や
児
童
手
当
等
の
子
育
て
関
連
の

行
政
手
続
に
つ
い
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー

ド
を
使
え
ば
添
付
書
類
が
不
要
と
な
る
子
育

て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
を
既
に
国
は
提

供
し
て
い
る
が
、
我
が
町
の
対
応
状
況
は
。

答  

平
成
30
年
７
月
の
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の

更
新
に
あ
わ
せ
て
子
育
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
電
子
申
請
対
応
の
改
修
を
行
う

予
定
で
あ
り
、
平
成
30
年
度
予
算
に
計
上
し

て
い
る
。
導
入
完
了
の
目
途
が
立
っ
た
際
に

は
、
町
民
に
向
け
て
十
分
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い

き
た
い
。

問  

宮
崎
県
都
城
市
の
よ
う
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
地
域
の
消
費
拡
大

サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
う
ま
く
活
用
し
て
開

成
町
の
地
域
の
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く
施
策

が
必
要
と
考
え
る
が
。

答  

全
国
で
市
町
村
が
実
証
実
験
と
い
う
形

で
、
例
え
ば
川
崎
市
で
は
３
月
末
か
ら
商
店

街
と
連
携
し
て
実
験
を
行
う
情
報
を
得
て
い

る
。
実
験
の
結
果
等
を
情
報
収
集
し
、
開
成

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
施
策
と
し
て
取
り

込
め
る
の
で
あ
れ
ば
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　

平
成
27
年
に
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び

運
営
に
関
す
る
法
律
の
改
正
を
受
け
て
、
首

長
と
教
育
委
員
会
の
関
係
や
教
育
委
員
会
と

議
会
の
関
係
も
新
し
い
視
点
で
見
直
し
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。

問  

平
成
27
年
か
ら
２
年
間
の
総
合
教
育
会

議
の
経
過
と
成
果
は
。

答  

平
成
27
年
度
に
３
回
、
28
年
度
に
２
回

開
催
し
、
28
年
２
月
に
町
教
育
大
綱
を
策
定

し
た
。
町
総
合
教
育
会
議
設
置
に
よ
り
、
首

長
が
教
育
行
政
に
果
た
す
責
任
や
役
割
が
明

確
と
な
り
、
町
の
教
育
行
政
の
方
向
性
を
共

有
で
き
る
。

問  

新
し
い
教
育
委
員
会
制
度
下
で
の
教
育

委
員
会
議
は
。

答  

27
年
10
月
か
ら
新
制
度
に
移
行
し
、
新

教
育
長
は
町
長
が
議
会
の
同
意
を
得
て
任
命

し
任
期
は
３
年
で
あ
る
。
教
育
委
員
会
は
教

育
長
が
司
る
。
教
育
委
員
の
任
期
も
教
育
の

政
治
的
中
立
性
・
継
続
性
・
安
定
性
を
確
保

す
る
観
点
か
ら
、
一
度
に
交
代
と
な
ら
な
い

よ
う
任
命
さ
れ
る
。
教
員
経
験
者
２
名
、
保

護
者
代
表
１
名
、
企
業
出
身
者
１
名
の
構
成

で
男
女
２
名
ず
つ
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
も
の
と

な
っ
て
い
る
。
教
育
委
員
会
議
は
公
開
を
原

則
と
し
て
い
る
。

問  

開
成
町
は
教
育
の
ま
ち
と
聞
く
が
そ
の

特
徴
は
。

答 

町
立
の
園
・
学
校
全
て
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
、
学
校
運
営
協
議
会
制
度

を
取
り
入
れ
町
民
の
意
見
が
経
営
に
反
映
で

き
る
シ
ス
テ
ム
を
つ
く
り
あ
げ
て
き
た
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
土
曜
学
校
あ
じ
さ
い
塾

で
は
、
学
校
で
学
べ
な
い
体
験
な
ど
開
催
し
、

北
海
道
幕
別
町
と
の
青
少
年
交
流
事
業
な
ど

町
長
の
目
指
す
教
育
の
町
か
い
せ
い
の
未
来

像
の
実
現
に
向
け
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

幼
稚
園
で
「
の
び
の
び
子
育
て
ル
ー
ム
」

は
平
成
11
年
よ
り
実
施
し
、
保
護
者
の
様
々

な
課
題
解
決
や
子
育
て
の
悩
み
、
子
ど
も
の

成
長
の
比
較
な
ど
、
自
信
を
も
っ
て
子
ど
も

の
育
成
に
つ
と
め
ら
れ
る
環
境
づ
く
り
を
整

え
て
き
た
こ
と
も
本
町
の
教
育
の
特
色
で
あ

る
。

井上　三史
　　　　議員

　

開
成
町
が
、
他
自
治
体
の
モ
デ
ル
に
。

問  

取
組
み
状
況
は
。

答  

水
曜
日
は
ノ
ー
残
業
デ
ー
を
徹
底
す
る

と
と
も
に
18
時
退
庁
へ
の
取
組
み
を
始
め
て

い
る
。
テ
レ
ワ
ー
ク
は
、
現
時
点
で
は
必
要

性
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
将
来
的
な
課
題
と

し
て
先
進
事
例
等
の
調
査
研
究
は
続
け
て
参

り
た
い
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
つ
い
て
は
、

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
等
の
導
入
も
検
討
し
、
新

庁
舎
建
設
を
見
据
え
て
具
体
的
な
検
討
を
進

め
て
い
き
た
い
。

問  

副
町
長
が
全
職
員
と
面
談
、
腹
を
割
っ

た
話
が
出
来
た
の
か
。

答  

職
務
に
関
す
る
希
望
、
適
正
、
健
康
状

態
の
３
項
目
で
意
向
調
査
を
し
、
気
持
ち
に

寄
り
添
っ
た
形
で
聞
き
取
り
は
出
来
て
い
る
。

問  

民
間
企
業
の
幹
部
を
招
き
、
研
修
を

行
っ
た
。
意
識
改
革
は
さ
れ
た
か
。

答  

大
変
刺
激
に
な
り
、
課
長
会
議
で
も
働

き
方
の
見
直
し
と
い
う
テ
ー
マ
で
議
論
し
た
。

一
歩
ず
つ
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

問  

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
ク
ラ
ウ
ド
化
の

考
え
は
。

答  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
由
で
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
に
な
り
、
大
変
重
要
な
情
報
が
多
く

あ
る
。
き
っ
ち
り
検
証
し
て
、
将
来
的
に
は

検
討
し
て
い
き
た
い
。

学
校
に
も
働
き
方
改
革
の
か
ぜ
を
。

教
職
員
の
長
時
間
勤
務
是
正
を

問  

長
時
間
労
働
改
善
の
た
め
、
部
活
動
の

休
養
日
設
定
の
提
言
が
さ
れ
た
。
本
町
で
は
。

答  
水
曜
日
は
16
時
半
ま
で
、
ロ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
を
し
な
が
ら
土
・
日
の
ど
ち
ら
か
の

練
習
を
や
め
る
こ
と
に
つ
い
て
職
員
会
議
で

検
討
し
て
い
る
。

問  

先
生
の
勤
務
体
系
を
分
か
っ
て
も
ら
う

よ
う
周
知
を
。

答  

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
総
会
、
学
級
懇
談
会
等
で
学

校
の
実
態
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
配
慮
は
以

前
よ
り
増
し
て
い
る
。

問  

教
員
免
許
は
持
っ
て
い
る
が
、
県
の
採

用
試
験
に
受
か
っ
て
い
な
い
人
を
常
勤
と
し

て
受
け
入
れ
る
こ
と
は
。

答  

義
務
教
育
国
庫
負
担
法

の
制
約
が
あ
り
、
町
が
独

自
で
と
い
う
の
は
難
し
い
。

皆
さ
ん
の
ご
理
解
が
あ
れ

ば
、
や
れ
る
範
囲
で
や
っ

て
い
き
た
い
と
は
思
う
。

吉田　敏郎
　　　　議員

　

小
田
急
小
田
原
線
新
松
田
７
号
踏
切
（
以

下
「
踏
切
」
と
い
う
。
）
は
歩
道
が
整
備
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
道
路
と
線
路
が
交
差
す

る
踏
切
は
電
車
・
自
動
車
・
歩
行
者
が
通
行

す
る
極
め
て
危
険
な
場
所
で
あ
る
。
安
全
対

策
が
必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
歩
道
を
整
備

し
踏
切
拡
張
を
小
田
急
電
鉄
に
働
き
か
け
る

べ
き
と
考
え
る
。

問  

足
柄
紫
水
大
橋
完
成
後
、
交
通
量
が
増

え
て
い
る
が
見
解
は
。

答  

踏
切
の
交
通
量
は
、
開
通
前
と
後
で
は
、

開
通
後
、
自
動
車
が
16
％
減
少
・
歩
行
者
等

が
14
％
減
少
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
平
成
30
年

２
月
14
日
の
朝
・
昼
・
夕
方
の
ピ
ー
ク
時
調

査
で
は
、
開
通
後
の
調
査
と
同
程
度
の
交
通

量
だ
っ
た
。

問  
町
道
２
３
５
号
線
は
、
開
成
町
を
東
西

に
横
断
す
る
重
要
な
路
線
で
あ
る
。
こ
の
路

線
上
に
あ
る
踏
切
道
は
こ
の
地
域
の
生
活
道

路
と
な
っ
て
お
り
通
勤
通
学
路
で
も
あ
る
。

特
に
歩
行
者
・
子
ど
も
・
ベ
ビ
ー
カ
ー
を
押

し
て
い
る
お
母
さ
ん
・
高
齢
者
・
障
が
い
者

に
は
安
全
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
。

答  

踏
切
周
辺
で
行
っ
て
い
る
安
全
対
策
と

し
て
、
近
隣
の
企
業
に
対
し
大
型
ト
ラ
ッ
ク

は
、
下
島
交
差
点
か
ら
酒
匂
川
方
向
に
通
行

す
る
場
合
、
踏
切
を
右
折
せ
ず
に
直
進
方
向

に
進
ん
で
、
大
回
り
を
し
て
企
業
の
敷
地
に

進
入
す
る
よ
う
要
請
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

警
察
と
の
連
携
も
出
て
く
る
と
思
わ
れ
る
の

で
、
安
全
な
運
行
を
す
る
よ
う
な
形
で
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
強
化
な
ど
を
要
請
し
て
い
き
た

い
。

問  

平
成
18
年
ご
ろ
踏
切
に
つ
い
て
は
、
道

路
構
造
令
に
基
づ
き
、
改
良
計
画
を
検
討
し

た
と
の
こ
と
だ
が
。

答  

踏
切
に
つ
い
て
は
、
一
時
、
歩
道
を
つ

け
る
計
画
を
検
討
し
た
。
そ
の
後
の
交
通
状

況
等
を
勘
案
し
大
き
な
変
化
が
見
ら
れ
な
い

と
判
断
。
本
来
の
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域

内
の
道
路
整
備
、
踏
切
道
の
整
備
と
な
る
た

め
、
事
業
と
合
わ
せ
た
中
で
検
討
し
て
い
き

た
い
。

湯川　洋治
　　　　議員

小
田
急
小
田
原
線
新
松
田
７
号
踏
切
拡
幅
及
び

周
辺
道
路
歩
道
整
備
を

働
き
方
改
革
第
２
弾
「
職
員
が
働
き
が
い
を
持
っ
て
働
け
る

職
場
は
、
町
民
に
と
っ
て
良
い
役
場
で
あ
る
」

石田　史行
　　　　議員

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及
策
を
問
う

開
成
町
の
教
育
改
革
を
問
う

小田急小田原線新松田７号踏切
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